



















































加える。物狂能と て られている 『三井寺』 について 「作品そのものにも、世阿弥らしくないふしが多い。 」というのである。なぜ「世 らしくない」のか。その理由として、二つの点が指摘されている。　
第一の理由は、狂女物の特徴として「物思ふ気色を本意












う書の中で、 「放下」という項目を立てて物狂能の作り方を説明している。そこでは、クライマックス る場面の作り方が次 様に説明される。
破の三段目に詰め所の急風を書きて、入り端の段をば、謡ロンギにて、親子兄弟などの会ひ場ならば、少し泣き能の意風を気色にて、結びて入るべし。
　「破の三段目」というのは、世阿弥の台本構成の方針である序破急五段構成の四番目の段となる。世阿弥は多くの能の四段目を、 曲舞と呼ばれる場面、 すなわち今日 〔リ〕 〔サシ〕 〔クセ〕 小 で構成されている。ただし、物狂能の場合は、世阿弥が「詰め所の急風」と呼ぶクライマックスとなる場面を〔クセ〕の後に書き加える。
そして最後の五段目の「入り端」つまり退場の場面は、再会が叶う場面となり、ハッピーエンドで結ばれる。物狂能の五段構成を、世阿弥はこ ように説明している。　
ところが『三井寺』では、狂女が鐘を撞く【鐘の段】と



































































ていて、能のシテ・主人公は一旦中入りつまり退場することになる。この場面は、通常の序破急五段の本編に先だって物狂いになった経緯が描かれる前置きの場面という意味で、本稿では「発端」と呼ぶことにする。世阿弥作の女物狂能六作品の内、 『百万』以外の五作品にこ 「発端」 〈Ｘ〉が作られていた。 『百万』については、あえて「発端」場面を無くすという手法で能作を試みた「新風」であったと理解した
（注９）
。 世阿弥は 〈Ｘ〉 の経緯を描く場面について、
加えること 基本としながらも、作品毎に考慮して変化を持たせていたと考えられる。　『三井寺』にもこの「発端」 〈Ｘ〉の場面がある。千満の母が一人で登場し、我が子との再会を清水寺で祈願する場面である。そこで霊夢を蒙り、その夢占 よって三井寺に向かうまでの経緯が描かれている。この場面は 世阿弥女物狂能の手法 〈Ｘ〉 同じ発想で作られているといえる。　さて、 『三井寺』の場面構成は、世阿弥の主張する物狂
能の場面構成と違っていると判断されていたわけだ 、その理由は、 〈Ｚ〉 位置の違いにある。　「放下」 の能作法では、 「詰め所の急風」 つまりクライマックスの場面〈Ｚ〉を〔クセ〕の後に作り入れる う方針であった。ただし、世阿弥の女物狂能の六作品の内で、クライマックス 場面が「放下」の示すように〔クセ〕の後に作られている は、 『桜川』 『水無月祓』 『班女』 『百万』





が「放下」に示した手法で ライマックスの場面が作られていたわけではなかった。 『桜川』 のように四段目 〔クセ〕の後に作られる形と、 『花筐』のように三段目の最後で通常は〔初同〕とも呼ばれ 地謡の〔上歌〕の場面に作られる形と 、二つのパター が認められるのである。　
香西氏がアンチクライマックスと指摘する 『三井寺』 は、













にしてみよう。 本文については 『謡曲狂言』 掲載された 『花傳髄脳記』 「舞芸六輪次第上巻之次第」
（注
11）より引用する。
一、 三井寺。前、常の女。小袖斗 しゅ をもつ。後、物くるひ。小袖の上に水衣、たまたすきを上る。竹のつへを持、笠をきる。脇、僧五六人。ちこ三人。月見の躰也。此 ハ、眞 物狂にはあらす。清水のむさう（夢想）により、あふみの國三井寺へ参 彼寺ハ女人いらさる寺なれば 作きゃうきしててらへ入也。作物は、正面より左のふたひのはしニをく也。
いづれ何も、方
角に、作物のをき所不定也。
　「舞芸六輪次第」によれば、前場すなわち発端〈Ｘ〉に登場して清水寺に参詣する母は、 「しゅす （数珠） 」 を持つ 「常の女」 であるが、 中入り後は 「つへ （杖） 」 を持つ 「物くるひ」とある。したがって 千満の母が「物狂い」の人物として設定されていることに間違いない。ただし、母は「眞
まこと
の物



















はかりこと謀の物狂い」 とある。先の 「舞芸六輪次第」 と同じく、
『三井寺』の母が子どもを探すための手段として「物狂い
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の振りをする」という趣向であることが書かれている。能の筋書きとしては、狂言の役者の扮する能力が、物狂い見たさに狂女となった母を寺に入れてしまうことになっるから、 「作 狂気」 「謀の物狂い」という作戦は成功していることになる。このような筋の展開は、母を「まことの物狂い」に設定していないからこそ、辻褄が合ってくるのである。　
四、世阿弥の手法「只詞まじりのサシ謡」












を台本の詞章に取り入れたこ は周知のことだが、それだけでなく、拍子 は合わな が節を付けて謡う〔サシ〕の中にセリフとしての〔詞〕を交える いう工夫も加わっている。これは、物狂いの常軌を逸した精神状態を現すために考えられた世阿弥独自 工夫と考えられる。そこで、この手法を仮に世阿弥の女物狂能の特徴〈Ｙ〉として「只詞まじりのサシ謡」と呼ぶ。　
実は『三井寺』にもこの〔サシａ〕の場面がある。しか











































































































女越」 。シテは一ノ松で 〔サシａ〕 を謡い始めるが、 これは、狂気を帯びてしかも幽玄であるべきだとする。都を出て山を越え琵琶湖とその周りの山々を見渡すことのできる場所に着き、比叡山を目の当たりにした狂女は、節のある〔サシａ〕の終わりの文句「あら有難の御事や」で、つい狂気であることを忘れて拝んで まう。　
しかし、我に返って、狂気を装うところからが〔詞〕と
なる。信心深い心で神仏 む姿はいかにも正気の人だと気付いたことをセリフ 聞かせ、 「我 物に狂ふよなう」と自分が物狂いの振りをしていることを思 出す。そこか
− 33 −




作成時の演技がそのまま伝えられているかどうか 確かめることは難しい。しかし、このような形で演技の方針が書き留められてきたのは、狂女が登場する場面 、 「謀の物狂い」 であることを観客にわからせよ として文章を綴り、かつその場面を効果的に演じようと た 曲作者の意図がしっかり受け継がれていたからではないであろ か。　〔サシａ〕の場面に、節をつけて謡うところとセリフをまじえて書くと う工夫がされ のは、何より狂女としての面白さを登場の場面で見せよう するのが目的であったと思われる。登場の囃子【一声】のバリエーション る











































いう人物像が生み出されているわけだが 物狂い 謀」であるがために、 別の形で本当に「狂う」必要がでてくる。そこで作者は、女の身でありながらも名月に興じる詩狂の心を描き、一番の見せ場 して わゆ 「クルイ」に相当する場面 「鐘の段」 を創作したのだと思う。しかも 「詩狂」によって狂う場面で、母は涅槃経を唱え 鐘を撞く。女性は成仏出来ないという時代 あって、鐘の音の響き
よって、一人の賤しい女人が悟りの世界へと導かれる。こうした場面がクライマックスに作られているわけであるから、作者の手腕は並大抵のものではない。　
また、確かに母は、能の中で我が子のことを忘れている



























（注５） 『謡曲狂言』所収。注２と同書。（注６） 『観世』 六一 年七月号
　
六〜九頁












10） 「 「舞芸六輪」解説」 『日本文学誌要』十号
　
一九六四年九月
　
六七〜七一頁
（注
11）注２と同書。二〇二頁
（注
12） 『観世』一九六一年七月号、六〜七頁
（注
13）大喜多信秀
　
常磐会
　
一九一四年十一月
　
三四頁
（注
14）注１と同書。一三九頁
（注
15）注
13と同書。三五頁
［付記］ ８）と（注９）及び本稿は「あいち国文の会」第一九〇
回研究会（平成三十年六月二十日
　
愛知県立大学）の発表「筋
書きと場面構成
―
世阿弥の女物狂能をめぐって
―」の一部をそ
れぞれにまとめたものである。
（みとま
　
よしこ）
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